
 

 

 

平成３０年度前期（特色）選抜  

 

検 査 

 

問 題 用 紙 
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熊本県立熊本工業高等学校 

 

注 意 

 

 

  

１ 「開始」の合図があるまで開いてはいけません。 

２ 問題は１ ～１０で，６ページまであります。 

３ 解答用紙は，問題用紙の中にはさんであります。とりだして使用しなさい。 

４ 

 

「開始」の合図があったら，まず，受検番号を下の受検番号欄と解答用紙の受

検番号欄に記入しなさい。 

５ 答えは，すべて解答用紙に記入しなさい。 

６ 

 

「終了」の合図があったら，ただちに筆記用具を置き，解答用紙を問題用紙の

上に重ねて置きなさい。 

受検番号  



平成３０年度 検査 

※ １から９については，特に指示がない場合，答えはすべて定規やコンパスを使い， 

  ていねいに解答用紙にかきなさい。 

 

１ 次の線をなぞりなさい。なお，図中の   は，弧の中心を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の図形を，定規やコンパスを使わずに上からなぞりなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 次の図形のように，定規やコンパスを使わずに塗りつぶしなさい。 
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４ 次の例１にならって，線対称な図形を完成させなさい。ただし，方眼のマス目は同じ 

  大きさの正方形とする。なお，図中の   は，弧の中心を示す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次の例２にならって，点対称な図形を完成させなさい。ただし，方眼のマス目は同じ 

  大きさの正方形とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対称の軸 対称の軸 

対称の軸 

回転の中心 

（例１） 

（例２） 

回転の中心 
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６ 次の例３にならって，投影図２で示した物体について等角図２を完成させなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上から見た図 

（例３） 

（投影図１） 

正面から見た図 横から見た図 

上から見た図 

正面から 

見た図 

横から見た図 

（等角図１） 

（投影図２） （等角図２） 
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７ 次の例４にならって，左の２つの図形を使い，右の図形を完成させたときにできる線

をかき加えなさい。ただし，以下のルールに従うこと。 

 

  ＜ルール＞ 

   ・左の図形は両方必ず１つ以上使うこと。 

   ・同じ図形を２回以上使ってもよい。 

   ・左の図形は自由に回転させてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（例４） 
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８ 点Ｐで直線 m に接し点Ａを通る円Ｏを，定規とコンパスと使って作図しなさい。

なお，作図に用いた線は，消さずに残しておくこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 次の例５にならって，左の立体の展開図について，線分ＡＢを基準として解答欄から 

  はみ出さないようにかきなさい。ただし，方眼の１目盛を１㎝とする。 

 

 

 

 

         

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｍ 

Ａ 

Ｐ 

（例５） 
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立方体 



１０ 次の例６にならって，下の問題写真を見て，安全面に対して危険だと思われる点を 

   ２つ指摘し，その改善策を答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問題写真 

 

 

危険だと思われる点 その改善策 

開き止め金具が外れた

まま使用している。 

開き止め金具をしっかり

と留めてから使用する。 

不安定な姿勢でまたが

ったまま作業している。 

安定した姿勢で作業を行

う。 
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（例６） 


